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11.7 地形及び地質 

実施区域及びその周辺には重要な地形及び地質があり、工事施工ヤードの設置、工事用道

路等の設置、道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在に係る重要な地形及び地質への影響

を及ぼすおそれがあることから、地形及び地質の調査、予測及び評価を行いました。 
 

11.7.1 調査結果の概要 

1) 調査項目 

調査項目は、以下に示すとおりとしました。 
(1) 地形及び地質の概況 

(2) 重要な地形及び地質の分布、状態及び特性 

 

2) 調査手法 

調査は、既存資料調査及び現地調査による情報の収集並びに当該情報の整理により行いま

した。なお、現地調査は主に現地踏査による目視確認により行いました。 

 

3) 調査地域 

調査地域は、影響範囲や重要な地形及び地質が分布する箇所の地形状況や地質状況並びに

実施区域の位置関係等から予測及び環境保全措置の検討に必要な情報を把握できる範囲とし、

方法書段階の実施区域及びその端部から 1 ㎞程度の範囲としました。 

 

4) 調査地点 

調査地点は、調査地域のうち重要な地形及び地質が分布する箇所において、重要な地形及

び地質の特性を適切に把握できる地点としました。 

調査地点は表 11.7.1-1に、調査地点の位置は、図 11.7.1-1 に示すとおりです。 

 

表 11.7.1-1 調査地点 

番号 調査地点 概要 調査項目 

1 
丹生台地の

段丘面 
・地形・地質・自然現象 

・地形及び地質の概況 

・重要な地質の分布、状態及び特性 

注）表中の番号は図 11.7.1-1に対応。 

出典：「第 1回自然環境保全基礎調査 1/20万すぐれた自然図 大分県」（昭和 51年、環境庁）
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図 11.7.1-1 調査地点位置図

注）図中の番号は表 11.7.1-1及び表 11.7.2-1に対応。 

出典：「第 1回自然環境保全基礎調査 1/20万すぐれた自然図 大分県」（昭和 51年、環境庁） 
 

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成 
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5) 調査期間等 

現地調査の調査期間は、地形及び地質の特性を踏まえ、調査地域における重要な地形及び

地質に係る環境影響を予測及び評価するために必要な情報を適切かつ効果的に把握できる時

期としました。 

調査期間は、表 11.7.1-2 に示すとおりです。 

 

表 11.7.1-2 現地調査の調査期間 

番号 調査地点 調査期間 

1 丹生台地の段丘面 令和 6年 12月 18日～19日 

 
6) 調査結果 

(1) 地形及び地質の概況 

既存資料調査における地形及び地質の概況の調査結果は以下に示すとおりです。 
 

① 地形の概況 
調査地域における地形の概況は、図 11.7.1-2に示すとおりです。調査地域には、山地・丘

陵地において、主に中起伏山地、小起伏山地等が分布しており、台地においては、主に砂礫

台地・段丘等が分布しており、低地においては、主に氾濫原や扇状地等が分布しています。 

なお、実施区域には、主に中起伏山地、小起伏山地が分布しています。 
 

② 地質の概況 
調査地域における地質の概況は、図 11.7.1-3に示すとおりです。調査地域には、山地・丘

陵地において、主に泥質片岩、砂岩・頁岩及び礫岩等が分布しており、台地において、主に

非溶結のガラス火山灰及び軽石、溶結凝灰岩等が分布しており、低地において、主に軽石質

砂・泥及び礫、礫・砂及び泥等が分布しています。 

また、「大分地域の地質 地域地質研究報告（5 万分の 1 地質図幅）」（平成 9 年、地質研究

所）によると、調査地域の地質系統は大きく区分して、白亜紀の低温高圧型変成岩である三

波川変成岩類、上部白亜系堆積岩類の大野川層群、及び第四紀(一部は新第三紀末)の火山岩・

堆積岩類からなります。三波川変成岩類は西南日本外帯の三波川帯に、東西約 700 km にわ

たって分布する低温高圧型の変成岩類です。上部白亜系大野川層群は、阿蘇山南方から臼杵

湾に至る、臼杵-八代構造線の北側に位置する大野川地溝帯に広く分布する、海成(最下部の

一部は非海成の可能性あり)の堆積物です。 

なお、実施区域には、主に泥質片岩、砂岩・頁岩及び礫岩が分布しています。 

 
③ 活断層 

調査地域における活断層の状況は、図 11.7.1-3に示すとおりです。調査地域には、佐賀関

断層が存在します。 

なお、実施区域に、活断層は分布していません。 
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図 11.7.1-2 地形の概況の調査結果（地形分類図） 

出典：「5万分の 1 土地分類基本調査（地形分類図）「大分・佐賀関」」（昭和 54年 3 月、国土交通省） 
「5万分の 1 土地分類基本調査（地形分類図）「犬飼」」（昭和 50年 3 月、国土交通省） 
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図 11.7.1-3 地質の概況及び活断層の調査結果（表層地質図） 

出典： 
①「5万分の 1 地質図幅「大分」」（平成 9

年 3月、産業技術総合研究所地質調査
総合センター） 

②「5万分の 1 地質図幅「犬飼」」（平成 4
年 3月、産業技術総合研究所地質調査
総合センター） 

①②「地質調査総合センターHP／活断層
データベース」（令和 7 年 12 月現在、
産業技術総合研究所地質調査総合セン
ター） 
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(2) 重要な地形及び地質の分布、状態及び特性 

既存資料調査及び現地調査における重要な地質の分布、状態及び特性の調査結果は、表

11.7.1-3 に示すとおりです。 

 

表 11.7.1-3 重要な地質の分布、状態及び特性の調査結果 

出典：「土地条件調査解説書「大分地区」」（平成 23年 7 月、国土地理院） 

 

 
  

名称 丹生台地 

区分 地形 

基 本 的 な

特性 

丹生台地は、「土地条件調査解説書「大分地区」」に記載され、海成段丘や河成段丘が分

布しており、大分市に位置しています。 

丹生台地は、大野川の右岸側に位置する台地で、中期更新世から後期更新世にかけての

海成段丘や河成段丘が分布しています。 

西上原や種具から金谷にかけて開析が進んでいるものの連続して段丘が分布しており、

最も高い段丘は標高 70～80m で、この段丘は中期更新世の段丘とされています。 

実 施 区 域

付 近 の 状

況 

丹生台地は、地表面が周囲の耕作地より高く、植生は竹林や樹林となっています。地表

面は視認できません。 

 

▼坂ノ下中戸次線から丹生台地を望む写真 

 
▼延命寺ランプ付近から丹生台地を望む写真 

 
実施区域付近の丹生台地の状況（令和 6年 12月 19 日撮影） 

対 象 道 路

と の 位 置

関係 

実施区域は、丹生台地から 440m 以上離れています。 
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11.7.2 工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置、道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在

に係る地形及び地質 

1) 予測の結果 

(1) 予測項目 

予測項目は、工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置、道路（地表式又は掘割式、嵩

上式）の存在に係る重要な地形及び地質について、地形改変に伴う消失又は縮小、地形及び

地質に係る周辺環境条件の変化による影響の程度としました。 

 

(2) 予測手法 

工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置、道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在

に係る重要な地形及び地質の予測は、「道路環境影響評価の技術手法（平成 24 年度版）国総

研資料 第 714 号 9.1、9.2」（平成 25 年 3 月、国土技術政策総合研究所・土木研究所）に基

づき、分布又は成立環境の改変の程度を踏まえた事例の引用又は解析による手法により行い

ました。 

 
① 地形改変に伴う消失又は縮小 

調査結果より、対象道路に伴う土地の改変範囲とその程度を把握し、重要な地形及び地質

の分布範囲を重ね合わせることにより改変の程度を予測しました。 

 

② 地形及び地質に係る周辺環境条件の変化による影響 
調査地域及び重要な地形及び地質の地形的又は地質的特性等から想定される影響を、調査

結果等を基に予測しました。 

 

(3) 予測地域 

予測地域は、事業の実施に伴い、重要な地形及び地質への影響が予測される範囲として、

調査地域の範囲としました。 

 

(4) 予測地点 

予測地点は、予測地域において分布する重要な地形及び地質とし、調査地点と同様の地点

としました。 

予測地点は表 11.7.2-1に、予測地点の位置は図 11.7.1-1に示すとおりです。 

 

表 11.7.2-1 予測地点 

番号 予測地点 概要 

1 丹生台地の段丘面 地形・地質・自然現象 
注）表中の番号は図 11.7.1-1に対応。 

 

(5) 予測対象時期等 

予測対象時期は、事業の実施により、重要な地形及び地質への影響が予測される時期とし

ました。 
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(6) 予測結果 

工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置、道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在

に係る重要な地形及び地質の予測結果は、表 11.7.2-2 に示すとおりです。 
 

表 11.7.2-2（1） 予測結果（地形改変に伴う消失又は縮小） 

番号 名称 予測結果 

1 
丹生台地の 

段丘面 

工事の実施 

丹生台地は、大野川の右岸側に位置する台地で、中期更新

世から後期更新世にかけての海成段丘や河成段丘が分布して

います。工事施工ヤードは対象道路上を、工事用道路は既存

道路を極力利用し、工事の実施による土地の改変を最小限に

抑えた計画としており、丹生台地の段丘面の地形改変は生じ

ません。 

よって、丹生台地の段丘面は保全されると予測されます。 

道路の存在 

対象道路は、丹生台地の段丘面から 440m 以上離れた位置を

通過するため、地形改変は生じません。 

よって、丹生台地の段丘面は保全されると予測されます。 

 

表 11.7.2-2（2） 予測結果（地形及び地質に係る周辺環境条件の変化による影響） 

番号 名称 予測結果 

1 
丹生台地の 

段丘面 

工事の実施 

丹生台地は、大野川の右岸側に位置する台地で、中期更新

世から後期更新世にかけての海成段丘や河成段丘が分布して

います。工事施工ヤードは対象道路上を、工事用道路は既存

道路を利用し、工事の実施による土地の改変を最小限に抑え

た計画としており、丹生台地の段丘面の地形改変は生じませ

ん。このことから、工事施工ヤード及び工事用道路等の設置

による局所的な気象条件の変化や土壌・植生の状態の変化が、

丹生台地の段丘面の地形の劣化や不安定化を促進させるおそ

れはないと考えられます。 

よって、丹生台地の段丘面は保全されると予測されます。 

道路の存在 

対象道路は、丹生台地の段丘面から 440m 以上離れた位置を

通過します。このことから、道路の存在による局所的な気象

条件の変化や土壌・植生の状態の変化が、丹生台地の段丘面

の地形の劣化や不安定化を促進させるおそれはないと考えら

れます。 

よって、丹生台地の段丘面は保全されると予測されます。 
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2) 環境保全措置の検討 

予測の結果から、工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置、道路（地表式又は掘割式、

嵩上式）の存在による重要な地形及び地質への影響について、重要な地形及び地質は保全さ

れると考えられるため、環境保全措置の検討は行わないこととします。 
 

3) 事後調査 

予測の手法は、科学的知見に基づくものであり、予測の不確実性は小さいと考えられるこ

とから、事後調査は行わないものとします。 
 

4) 評価の結果 

(1) 評価手法 

① 回避又は低減に係る評価 
回避又は低減に係る評価については、予測の結果並びに環境保全措置の検討結果を踏まえ、

工事施工ヤードの設置、工事用道路等の設置、道路（地表式又は掘割式、嵩上式）の存在に

係る重要な地形及び地質に関する影響が、実行可能な範囲内でできる限り回避又は低減され

ており、必要に応じその他の方法により環境の保全についての配慮が適正になされているか

どうかについて評価しました。 
 

(2) 評価結果 

① 回避又は低減に係る評価 
対象道路は位置及び基本構造の検討段階から、重要な地形及び地質の通過を避けた計画と

しているとともに、工事施工ヤードは対象道路上を、工事用道路は既存道路を極力利用する

計画とし、工事の実施による土地の改変を最小限に抑えることにより、環境影響を回避又は

低減させた計画としています。 
したがって、環境への影響は事業者の実行可能な範囲内で、回避又は低減が図られている

ものと評価しました。 
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